
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 １，８４４ ３６ ２，３６０ 

前 年 ２，０４２ １６ ２，５８７ 

増 減 -１９８ ＋２０ -２２７ 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 ５８４ １５ ３２１ 

前 年 ５８３ １０ ３３６ 

増 減 ＋１ ＋５ -１５ 

第７号 

２０１９年 

７月３０日 

〈高齢者の事故〉 
※高齢者…65 歳以上をいう 

特に高速道路では、スピードが速くなるため停止距離も

長くなります。 

渋滞で追突事故を起こさないために前方車両と十分な

車間距離をとりましょう。 

車は急には止まれません。 

 

時速 40kmの車は１秒間に約 11ｍ、時速 60kmの車は

１秒間に約17ｍ、時速 100kmの車は１秒間に約 28ｍも

進むと言われています。 

景色に気をとられたり、車内の物をとるためなどに視線

を前方から反らして脇見をしてしまうと車は思った以上に

進んでいます。脇見をしないで運転に集中しましょう。 

 

夏は行楽やレジャーに伴い、県外からも多くの人が訪れ、交通量が増加します。 

慣れない道や高速道路を運転することが多くなる時期でもあります。特にお盆時期は普段とは

交通状況が変わることで、交通事故が起きやすくなります。 

事故に遭わない・起こさないために交通ルールを守り、事故を防ぎましょう。 

渋滞を発見して低速走行や停止する場合は、ハザードランプを点灯し後続車に合

図しましょう。事前に情報板などで渋滞の情報を収集することも大切です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５歳以下

4人 ２０歳～２９歳

5人

４０歳～４９歳

8人

５０歳～５９歳

1人

６０歳～６４歳

3人

６５歳以上

15人

◆交通死亡事故の特徴◆ 

歩行中

17人

自転車

乗用中

4人

自動二輪

4人

原付

2人

自動車

運転中

4人

自動車

同乗中

5人

事業所内に掲示するなど、多くの方々にご覧いただけるようご協力ください。 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

現在、滋賀県は交通死亡事故の増加数全国ワースト１位

です・・・ 

交通事故は人災です。交通事故で死傷する方を一人でも

減らすため、ドライバーは安全運転に努めましょう。 

◆県内の交通事故発生状況◆ 
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